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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年7月14日(2016.7.14)

【公表番号】特表2015-526389(P2015-526389A)
【公表日】平成27年9月10日(2015.9.10)
【年通号数】公開・登録公報2015-057
【出願番号】特願2015-515983(P2015-515983)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/744    (2015.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/20     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ  33/10     (2016.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｒ   1/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   35/744    ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ    1/20     　　　Ａ
   Ａ２３Ｌ    1/30     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ａ
   Ａ６１Ｐ   19/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/10     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｒ    1:225    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月26日(2016.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラクトバチルス・ロイテリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）ＪＣＭ１
１１２のゲノム（配列番号１）に少なくとも９５％の同一性を有し、以下の４つの位置：
塩基対２７１　３９１におけるＣ、塩基対４５３　５３８におけるＧ、塩基対５２９　２
２８におけるＧ、及び塩基対５９９　３３８におけるＣの少なくとも１つ若しくは２つ若
しくは３つ又は全てにおいて、ラクトバチルス・ロイテリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｒｅｕｔｅｒｉ）ＪＣＭ１１１２のゲノム（配列番号１）に対して同一のヌクレオチド
を保持している乳酸菌株を選択することを含む、骨量減少の予防又は処置に用いるための
乳酸菌株を選択するための方法。
【請求項２】
　以下の４つの位置：塩基対２７１　３９１におけるＣ、塩基対４５３　５３８における
Ｇ、塩基対５２９　２２８におけるＧ、及び塩基対５９９　３３８におけるＣの少なくと
も１つ若しくは２つ若しくは３つ又は全てにおいて、ラクトバチルス・ロイテリ（Ｌａｃ
ｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）ＪＣＭ１１１２のゲノム（配列番号１）に対し
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て同一のヌクレオチドを保持しているラクトバチルス・ロイテリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）を選択することを含む、骨量減少の予防又は処置に用いるため
の乳酸菌株を選択するための方法。
【請求項３】
　乳酸菌株が、塩基対２７１　３９１におけるＣからＴ、塩基対４５３　５３８における
ＧからＡ、塩基対５２９　２２８におけるＧからＡ、及び塩基対５９９　３３８における
ＣからＴからなる４つの変異の群から選択される、ラクトバチルス・ロイテリ（Ｌａｃｔ
ｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）ＪＣＭ１１１２のゲノム（配列番号１）に対する
少なくとも１つ若しくは２つ若しくは３つ又は全ての変異を保持していないという条件で
、ラクトバチルス・ロイテリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）ＪＣＭ１
１１２のゲノム（配列番号１）に少なくとも９５％の同一性を有する乳酸菌株を選択する
ことを含む、骨量減少の予防又は処置に用いるための乳酸菌株を選択するための方法。
【請求項４】
　骨量減少の予防又は処置に用いるための、請求項１から３までのいずれか一項に記載の
方法にしたがって選択される、乳酸菌株。
【請求項５】
　骨量減少の予防又は処置に用いるための、ラクトバチルス・ロイテリ（Ｌａｃｔｏｂａ
ｃｉｌｌｕｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）ＪＣＭ１１１２のゲノム（配列番号１）に少なくとも９
５％の同一性を有し、以下の４つの位置：塩基対２７１　３９１におけるＣ、塩基対４５
３　５３８におけるＧ、塩基対５２９　２２８におけるＧ、及び塩基対５９９　３３８に
おけるＣの少なくとも１つにおいて、ラクトバチルス・ロイテリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌ
ｌｕｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）ＪＣＭ１１１２のゲノム（配列番号１）に対して同一のヌクレ
オチドを保持している乳酸菌株。
【請求項６】
　ラクトバチルス・ロイテリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）ＡＴＣＣ
　ＰＴＡ　６４７５である、請求項５に記載の乳酸菌株。
【請求項７】
　請求項１から３までのいずれか一項に記載の方法にしたがって選択される乳酸菌株を含
む組成物。
【請求項８】
　ラクトバチルス・ロイテリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）ＪＣＭ１
１１２のゲノム（配列番号１）に少なくとも９５％の同一性を有し、以下の４つの位置：
塩基対２７１　３９１におけるＣ、塩基対４５３　５３８におけるＧ、塩基対５２９　２
２８におけるＧ、及び塩基対５９９　３３８におけるＣの少なくとも１つにおいて、ラク
トバチルス・ロイテリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ）ＪＣＭ１１１２
のゲノム（配列番号１）に対して同一のヌクレオチドを保持している乳酸菌株を含む組成
物。
【請求項９】
　乳酸菌株がラクトバチルス・ロイテリ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｒｅｕｔｅｒｉ
）ＡＴＣＣ　ＰＴＡ　６４７５である、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　骨量減少の予防又は処置に用いるための、請求項７から９までのいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１１】
　閉経期の女性、子宮摘出を受けた女性、糖尿病患者、骨減少性の個体、骨粗鬆症の個体
、及び代謝障害を有する個体における骨量減少の予防に用いるための、請求項７から９ま
でのいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　骨折後の骨修復の改善に用いるための、請求項７から９までのいずれか一項に記載の組
成物。
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【請求項１３】
　骨量減少の予防又は処置に用いるための、ビタミンＤ又はホルモンと組み合わされた、
請求項７から９までのいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　組成物が、医薬組成物、食品製品、又は食品サプリメントである、請求項７から１３ま
でのいずれか一項に記載の組成物。
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